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新潟市教育相談センター
新潟市特別支援教育
サポートセンターだより

新潟市中央区西大畑町458番地1

令和 ７ 年 １ 月 1 0 日
新潟市教育相談センター
新潟市特別支援教育サポートセンター

　この作品展は、教育相談センターに
関わる児童生徒の活動や成長の様子を保護者や学校、外部の方に見ていただき、理解を深めてもらうことを
目的に開催しています。音楽発表では万代太鼓や楽器演奏（録画）を予定しています。物品販売では、「ぐみの
木教室」の通室生が店員として接客します。各区教育相談室や「アトリエ」に通室してい
る児童生徒が制作した作品も展示します。多くの方にご覧いただくことにより、子どもた
ちが達成感や有用感を感じることができればよいと思います。
　なお、作品展当日の駐車場が大変混雑します。気を付けてお越しください。



令和６年度　教育相談研究会

不登校の課題と支援の在り方　～居場所づくりから関係づくりへ～
日 時　令和６年11月20日（水）14:00～16:30

〈研究主題〉「今、求められている子どもへの支援」

〈研究会参加者の方々の感想〉
・センターでの相談分析や具体事例をお聞かせいただき大変勉強になりました。教育相談部の安心と自信の再構
築のための個別、協働の支援と子ども支援部の社会的自立を目指した学校を含む関係機関との連携を軸にした
積み上げ支援について学ばせていただきました。
・横山先生のご講演では、センターの発表と繋げながら学術的根拠や医学的な知見の話がありました。また情報
交換によるアウトプットの機会も設定されており、短時間ながら最大限の学びを得たと感じました。
・学校で関わる生徒だけでなく、地域の子どもたちにも目を向けて、日常的に彼らを広く理解して、私たち大人
が立場や役割に応じて、継続的に関わって行くことが大事だと感じました。
・横山先生のお話が大変勉強になりました。自分自身の児童生徒への対応を振り返り、改善する機会となりました。
我々大人はもちろん、子どもたち自身もメンタルヘルス・リテラシーを身に付け
るような活動を組み入れていく必要性を強く感じました。
・医学的な観点からの不登校の捉えは参考になりました。生徒や保護者への声の掛
け方、相談のポイント、陥りやすい失敗例なども、今後の取組に生かせるものだ
と感じました。また、情報交換においては、他校種・他機関の方々との意見交換
ができ、視野を広げることができました。

〈夜間「学習・進路相談室」・訪問教育相談・各区教育相談室の活動紹介〉
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　今年度は、「不登校の課題と支援の在り方～居場
所づくりから関係づくりへ～」をテーマに教育相談
研究会を開催しました。

〈教育相談センターの発表〉

〈講演〉
“関係づくり”を意識した
学校での関わりと精神的不調

新潟大学人文学部
心理・人間学プログラム

　助教 　横　山　仁　史

博士（医学）
臨床心理士／公認心理師

◇関係づくりを意識した被援助者（児童・生徒・
　保護者等）とのコミュニケーション

◇児童思春期をとりまく精神医学的問題

〈情報交換で出てきた話題〉
よこ やま さと し
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　先日、パズルに取り組んでいた通室生がいました。
最後の１ピースをはめると完成です。すると、「待って！
待って！」と言いながら、通室生全員が集まりました。
全員が見守る中、最後のピースがはまると、歓声と拍手
が自然に起こりました。「ぐみの木教室」の日常の１コマ
です。
　教育相談センターにある「ぐみの木教室」では、学習
や自分で挑戦することを決めて取り組む「チャレンジタ
イム」と、他者と関わる力を育てる「コミュニケーショ
ンタイム」があります。また、週に１回開室している東
区分室と西区分室があります。今年度から分室の通室生
との交流を増やすため、分室の通室日以外でも参加可能
な活動を紹介し、参加できる人は「ぐみの木教室」に来て、
交流しています。様々な野外活動や体験活動があり、
参加した通室生たちは、楽しい思い出を共有しています。
　通室生は、通室しながら心のエネルギーをため、成長
していきます。成長の度合いは人それぞれ。人と比べる
必要はありません。その人なりのペースでよいのです。
子どもたちが様々な活動を通して、自分を理解し、他者
と関わる喜びや楽しさを味わう。「ぐみの木教室」はそん
な支援を行っています。

　写真のとおり当室は外観が
しゃれた造りで温かみを感じ
させる建物です。中に入って
いただくとそこで活動してい
る子どもたちと職員にさらに
温かみを感じるはずです。
　当室には、小体育館のよう
なプレールームや広い敷地に
畑・花壇があり、子どもたちがのびのびと活動しやすい環境
となっています。個々の教育相談では聴くことを大切にして
寄り添い、共に考える姿勢を心がけています。子ども支援室(呼
称「そよ風ルーム」)では、小集団活動や個別学習を通して他
者との関わりや学習への自信を回復し、自己理解と自己肯定
感が高まるように支援しています。

　子ども同士や職員と子ど
もたちの関わり、様々な活
動・学習等の実体験を通し、
刺激を受けながら各人が
各々のペースで成長してい
けるとよいと考えています。
　一人で悩まず籠らず、気
軽に相談室を利用してみて

ください。一歩踏み出すことで世界は変わっていきます。
ご利用をお待ちしています。


